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ウィンドウズ 10（以下、W10）では、自動的にインターネットが開かれるときのブラウザー（デフォ

ルト=標準=ブラウザー）はエッジ（Edge）です。 評判の悪いこのエッジ、前回手動でエッジから他

のブラウザーに変更する方法について述べましたが、デフォルトブラウザーそのものを変更する方法を

以下に示します。 こうすれば、一々手動でブラウザーを変更する手間が省けます。 

 

① 画面左下隅の「スタート」ボタンをクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「設定」をクリック 

③ 「システム」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④ 「既定のアプリ」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 「Webブラウザー」の「Microsoft Edge」をクリック 

⑥ 「アプリを選ぶ」画面が出るので、デフォルトにしたいブラウザーアプリ（例：Internet explorer）

を選ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊これで、「Webブラウザー」が変更されない場合は、以下を実行してください。 

 （ネットの「マイクロソフト」のマニュアルではここまでしか書いていませんが、筆者は何度やって

も変更不可でしたので） 

 

 

 

 



⑦ 同じページ下の「アプリによって規定値を設定する」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ デフォルトにしたいアプリ（例えば、Internet Explorer）をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 「すべての項目に対し、既定のプログラムとして設定する」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑩ 「Webブラウザー」が変更になっているのを確認する 

 

 

 

 

 

注意： この作業をすると、関係ないものまで変更されることがあります。 

例えば、なぜかメールが IEに替わってしまいます。 この変更を修正するには、上述⑦以下 

⑦「アプリによって規定値を設定する」をクリック 

⑧デフォルトにしたいメールソフト（例えば、Outlook）を選ぶ 

⑨「すべての項目に対し、既定のプログラムとして設定する」をクリック 

 つまり、⑦～⑨の作業を繰り返します。 

以上 

 

 


